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陸奥湾を見下ろす川守町遺跡

発掘調査区

川守町遺跡　遺構配置図

SI：竪穴建物跡
SK：土坑
SV：溝状土坑
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川守町遺跡と周辺の遺跡

国土地理院発行の電子地図 25000 を加工して作成

内田 (１)遺跡

酪農 (３)遺跡

大湊近川遺跡

川守町遺跡

　川守町遺跡は、国道 338 号大湊Ⅱ期バイパス道路改築事業に伴い青森県埋蔵文化財

調査センターが調査を行っています。

　本遺跡はむつ市役所の南西約４㎞、標高 37 ～ 45ｍの海岸段丘上に位置しています。

遺跡の西側には下北半島の最高峰である釜臥山（標高 878.2ｍ）がそびえ、東側には

陸奥湾が広がっています。

　調査の結果、縄文時代前期から後期の断続的な遺跡であることが判明しました。前

期後葉から中期前葉（約 5,500 年前）には竪穴建物跡１棟、中期末葉から後期初頭（

約 4,100 年前）には竪穴建物跡４棟・土坑 18 基などが確認されました。

　むつ市には 185 箇所の遺跡が所在しており、本遺跡周辺の段丘上に多くの遺跡が分

布しています。本遺跡の北約 1.3 ㎞には、大湊近川遺跡が位置しており、縄文時代後

期後葉から末葉（約 3,000 年前）の集落跡が確認されています。また、酪農 (３)遺

跡・内田 (１)遺跡は、縄文時代後期初頭から前葉の集落跡で酪農 (３)遺跡からは環

状列石が発見されています。

所在地：むつ市川守町地内

調査機関：青森県埋蔵文化財調査センター

調査原因：国道 338 号大湊Ⅱ期バイパス道路改築事業

調査年月日：令和６年５月８日～令和６年 10 月 11 日

川守町遺跡
かわもりちょう
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①縄文時代中期末葉から後期初頭の遺構①縄文時代中期末葉から後期初頭の遺構

④④

③③
②縄文時代前期後葉から中期前葉の遺構②縄文時代前期後葉から中期前葉の遺構

平面は円形で、浅い土坑です。直径は 80 ㎝、深さ

は 16 ㎝ほどです。

土坑（SK12）
断面がフラスコ形の土坑です。平面は円形で直径は

1.4ｍ、深さは 80 ㎝ほどです。食料などの貯蔵穴と

考えられています。

フラスコ状土坑（SK13）
平面は方形で、石は部分的に配置しています。

石囲炉（SI2 内）
平面は円形で、直径は４ｍほどです。深さは 10 ㎝

ほどで、中央付近に石囲炉が作られています。

竪穴建物跡（SI2）

①縄文時代中期末葉から後期初頭の遺構（約 4,100 年前）

断面はＶ字形で深く細長い土坑です。長さは３ｍ、

深さは 1.4ｍほどです。落し穴と考えられています。

④溝状土坑（SV1）
断面がフラスコ形の土坑です。平面は円形で直径は

２ｍ、深さは 1.4ｍほどです。食料などの貯蔵穴と

考えられています。

③フラスコ状土坑（SK25）
平面は円形で、床を浅く掘り込んで作られています。

地床炉（SI5 内）

平面は円形で、直径は３ｍほどです。深さは 40 ㎝

ほどで、中央に地床炉が作られています。

竪穴建物跡（SI5）

②縄文時代前期後葉から中期前葉の遺構（約 5,500 年前）


